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2018 年 2 月 22 日 

ＹＫＫ ＡＰ株式会社（本社：東京都千代田区、社長：堀 秀充）は、弊社ホームページに掲

載している社会・環境報告書（http://www.ykkap.co.jp/company/japanese/environment/report2017/）

が「第 21 回 環境コミュニケーション大賞」（主催：環境省、一般財団法人 地球・人間環境フ

ォーラム）の環境報告書部門にて「優良賞」を受賞し、2 月 21 日に授賞式が行なわれましたの

でお知らせします。ＹＫＫ ＡＰの同賞受賞は、今回が初めてとなります。 

ＹＫＫ ＡＰは、事業の成長と環境の両立により持続可能な社会に向けた新

しい価値を創造していくことを宣言し、「事業活動におけるライフサイクル全

体を通して“環境負荷ゼロ”の実現」を掲げ、この達成に向け「社会にプラ

スの貢献」と「社会への環境影響を最小化（ゼロを目指す）」の両輪で環境に

配慮した事業経営に取り組んでいます。

 今回の受賞は、2050 年のあるべき姿を描き、その実現に向けて、気候変動、

水等の重要な施策について「リスクと機会」を考え対応し、また様々なステ

ークホルダーの意見を重視して取り組んでいる点が、評価されました。 

ＹＫＫ ＡＰは今後も、「商品とモノづくり」を通じた環境への取り組みを進め、社会、地域、

社員とのつながりを大切にし、コミュニケーションを高めてまいります。 

ＹＫＫ ＡＰの「社会・環境報告書（2017 年度版）」（ホームページトップ画面）
http://www.ykkap.co.jp/company/japanese/environment/report2017/ 

「第 21 回 環境コミュニケーション大賞」にて 
ＹＫＫ ＡＰの社会・環境報告書が「優良賞」を初受賞 

環境コミュニケーション大賞とは  http://www.env.go.jp/press/104618.html 

優れた環境報告書などを表彰することで、事業者を取り巻く関係者との環境コミュニケーシ
ョンを促進し、環境への取り組みの活性化を目的としており、「環境報告書部門」と「環境
活動レポート部門」があります。 
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＜参考資料＞ 

◆環境省 受賞作決定発表内容

http://www.env.go.jp/press/105095.html

◆ＹＫＫ ＡＰ「第 5 次中期環境事業計画」について

ＹＫＫ ＡＰは 2017 年度より「第 5 次中期環境事業計画」を進めており、2020 年度の中期到

達目標を新たに設定し、事業と密着した環境活動を行っています。

「商品」では、エコ商品開発比率 100％を継続するとともに、住環境における省エネ性能が重

要視される中、ネット・ゼロ・エネルギーの住宅（ＺＥＨ）やビル（ＺＥＢ）の実現と普及

に向けて、高レベルな断熱基準にも適合する環境配慮型商品の開発に取り組んでいきます。

「モノづくり」では、待機電力の削減、生産設備・空調の高効率化、自然エネルギーの活用

を重点テーマとして取り組み、2017 年度はエネルギー原単位（出荷高あたりのエネルギー使

用量）基準変更も踏まえ、2013 年度比 7％削減（従来基準では、2010 年度比 15％削減）、2020

年度までに 11％削減を目指します。廃棄物においては、2017 年度に再資源化率 100％を目指

すとともに発生抑制と有価物化を進め、廃棄物量出荷高原単位で 2017 年度は 2013 年度比 9％

削減（昨年度比 2.5％削減）、2020 年度までに 30％削減を目指します。

【第 5 次中期主要テーマ目標（2020 年度到達目標）】

・エコ商品開発比率 ＜目標＞100％継続

・エネルギー原単位（2013 年度比）＜目標＞11％削減

・廃棄物再資源化率 ＜目標＞100％、

・廃棄物量出荷高原単位（2013 年度比）＜目標＞30％削減

・ＰＲＴＲ対象物質排出量（2013 年度基準：2016 年度実績 21％に対し）＜目標＞25％削減


